
ある。

とくに,こ の分野の研究に関連して,先生が精力

的にぉこなったパーソンズ等,現代アメリカ社会学
の新 しい潮流の導入が,わが国の社会学の発展にも
たらした影響は至大のものであったといえよう。先

生は,これら一連の研究を通して,現代の大衆社会
を特徴づける新中間階級の登場とその社会的性格の

解明において学界に貴重な一石を投じたのである。

また先生には多くの立派な訳業がある

`D.リ

ース

マン『 孤独なる群衆 』(みすず書房,共訳 ),Kマ
ンハイム『 体系社会学 』 (誠信書房,共訳 ),AB.
ウラム『 イギリス社会主義の哲学的基礎 』(未来社),

Tパーソンズ『 政治と社会構造・上 』(誠信書房 ,

教育実習がはじまるまでは,不安と期待が入りま
じって落ち着かなかった。先輩から実習についての

話を色々と聞いて,少 しではあった力苅いの準備をし
てやいたOが,実際に経験したことと,先輩の話と
違っている点が多かった。これから書くことは,あ

くまで自分が経験したことであって,参考程度にと
どめておいて下さい。

実習は,授業参観からはじまって,実習授業,そ

して,研究授業で終 った。授業参観は,指導教官の

授業から始めて,実習生の授業でも行らた。実習の

初め頃はこの授業参観が主体になったc参観 してい

る間に授業の組み立て,流れを把握するのが第一の
目標であったような気がする。細かい点も気がつく

ようであるが,それは授業を受け持ってからにすれ

ばよいと思った。なによりまず,授業の流れをつか
んでしまうことだ。

第一週の後半から実習授業をすることになった。

第二の目標は,指導案をきちんと書くことだった。
それに,指導案通りに授業ができるかどうかが気に

なった。だが,指導案は,学校に色々と参考書が備
えつけてぁったので,なんとか書りた。ここで一番

気をつからたのは,"分の内容はどれだけで,その

"分
の授業のポイントをどこに置くかであった。ま

た,内容の程度はクラスの中程度の生徒を標準とす
るものでなければならないことにも,気をつける必

要があった。

指導案ができると,いよいよ授業である。教科書 ,
出席簿,チ ョーク,コ ンパスを持ち教壇に立った。
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共訳 ),EF.ボーゲル「家族と親族」 (パーソンズ
編『 現代のアメリカ社会学 』10),R.ベ ンディックス

「近代社会」 (『 同上』21)な どなどである。この

うち,と くにリースマン『 孤独なる群衆 』について

は,これを知らない人はないくらいのものであろう。

以上,先生の業績の一端を思いつくままに紹介し
たにすぎない。しかも,これは社会学には縁もゅか

りもないものが記したものである。もっと重要なこ

とで見落していることや, ピントはずれの紹介をし

ている面が多々あるかも知れない。いたらない点に

ついては皆さんのご寛容を願うとして,今はただ先
生のご冥福を心から祈るばかりである。

｀
ヽ v

環境科学コース  土 江 健 雄
40人余りの生徒が一勢にこちらを見ることはわかっ

ていたが,思わずチョークをもつ手がふるえた。あ
がっているんだなあと自分でわかっていたが,自 分

でもどうしようもなかった。授業の終りのネLがすむ

と本当にはっとした。と同時に反省会で何を言われ

るやらと思って気が気でなかった。ここで,第二の

目標は,生徒の反応をみながら授業をすすめていく
ことだったように思う。

反省会は,数学科の実習生が 2人 しかいなかった
ので,指導教官の授業がない時限を選んで行った。

授業を行った実習生がまず反省をし,も う 1人の実

習生が気のついたことを言って討論 し合い,最後に
指導教官の所見,感想等のまとめがあった。最初の
反省会では,ぼろくそに言われることを覚悟してい  ■ン

/

た。が,さ ほど大きな失敗もなく,初めにしてはま
あまあだと言われ,まず一安心。第一の難関を突破

したような気がした。そんなことで,第一週目は授
業の感覚を覚えることぐらいで終ってしまった。

第二週目にはいると,受け持つ授業も多くなり,

本格的に取 りくむことができたような気がする。指

導案の作成はたいへんだったけれど,次第に,生徒
を前にしてしゃべるのが楽しくなってきた。それと

いうのも,自分が受け持ったクラスはぉとなしく,

最初は質問が一つもでなかった。それが, 3時間 ,

4時間と授業をやっていくうちに,質問がでるよう
になり,ク ラス全体が活発になってきた。自.分にも

経験があるけれども,授業中,内職をしていた生徒
も,少しずつではあったが,自分の話すことを聞い

鞠 教育実習を終えて ヵ
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てくれるようになった。「やっぱり,実習に来てよ

かった。」と思ったのは,実習 9日 目だった。

あと3日 しかない。その間に研究授業もあるので

その時は実習中で最高の授業をしてやろうと張り切

った。が,い 洲 究授業になると,カ メラまで自分

の方を向き,参観に来た人がいつもの 3倍以上もい

たので,緊張してしまった。やっと自分のペースを

つかんでいたのにと思うと,残念でならない。しか

し,なんとか実習授業が終わったという解放感,日

標をもって,一歩づつ前進 していったという充実感

があった。もしかしたら後輩のみなさんは,毎年撮

られているビデオを見て,研究することもあるかと

思います。

ホームルーム(HR)を受け持たせてもらったのは,
総利では自分 1人だった。原則として総科生はHR
を受け持てないが,指導教官の特別な計らいだつたo

教育実習を終えてから, 5カ月余りが過ぎた今 ,

当時を思い起こしながら,教育実習の感想を述べる
ことは,非常に気重い。当時の教職に対する新鮮な
イメージも,今は変形 し,色あせてきているのです

から………。

では,教育実習の前後の教師観,ま た私達の実習

の様子など,これから教育実習を受けようとされる

諸君に,い くらかでも参考になればと思いつつ述べ

てみようと思います。

私は,他の5人とともに 中 を希望していま

した。教育実習の日程,オ リエンテーションなどの

掲示があってからは,私達の話題といえば教育実習
に関することばかり。たしか 5日 の半ばだったと思

います。その内容は,実習に対する不安を互いに確

かめ合うものばかりで,こ の場合,先輩諸氏からの

情報は,そ の不安を解消させる薬とはなりませんで

した。

福山への出発を一週間後にひかえたある日,誰か

らともなく次のような提案が出されました。それは,

「模擬授業をやってはどうか」というものでした。

その提案はただちに可決されました。実習期間中に

進行する授業の範囲はすでに知らされていましたか

ら,それを 6つに分け,各自が担当し,他の者を生

徒にしたて,自 分は教師として教壇に立つというも

のです。
"分
間の授業の後,感想を述べ,授業の進

め方に対するかなりきびしい批評もありました。

この模擬授業から得たものは多く,例えば教科内

広島大学総合科学部報「飛翔」No 14

HRを持ってよかったのは,授業とは違った生徒と
のふれあいがあったことだo特に球技大会も近くて,

練習にも参加した。実習終了後の球技大会の当日も

応援にかけつけたo自 分のクラスが得点をあげるた

びに拍手を送った,授業ではみられないはつらつと

した生徒たちの姿をみることができて,た いへんう

れ しかった。球技大会が終わって初めて,「ああ ,

これで教育実習も終わった。」という実感がした。

最後に,将来の職業として教師を考えていました

が,4年になって,それも8月 下旬になって,地方
公務員になろうと決心しました。そんなわけで,教

師になることはあきらめましたが,教育実習に行っ

たことは,たいへんよかつたと思っています。人を

教えることは,たいへん難 しいことですが,魅力あ

ることです。これから実習に行かれるみなさん,実

習で何かをつかまれることを期待 します。

環境科学コース  東   敏 生
容の十分な理解さえあれば (実はこれが一番のくせ

者なのだが…… )心配することはないだろうという

心構えもできたようです。とにかく5日 間のこの模

擬授業は,私達 6人にとっては非常に有意義であり,

「人前で話すことが苦手だ。」などの不安をかき消

す特効薬の役割りをはたしました。

実習での初日,私達は「教師観」を問われました。

そのときどのように書いたか,コ曜に1諄熱 出ヽせませ

んが,だいたいつぎの様な内容ではなかったかと思
います。

「教師」のイメージについては,今まで,教職専
門科目の講義を受けたにもかかわらず文章に書ける

だけまとまっていない。ただ,小中高校時代の先生

を思いうかべることができるのみである。しかし,

まさにその先生方からの影響によって,私は教師に

魅力を感じるようになったのだ。社会の中での教師

の立場を考えてみると,子供 (これは,社会の次の

世代を担う大切な存在である。 )が成長する段階で,

彼らの親のつぎに,また場合によっては親以上に,

長時間顔をつき合わさねばならない位置にある。さ

らに言えることは,相互の関係が他人同志であるが

ゆえに,親以上に彼らに影響 (良い影響も悪い影響

も共に )を与える存在であるということでぁる。子

供達は,先生の話す事,行動はすべて正しいと思う

し,実際にまねたりもするだろう。教師は人間の鏡

的存在でなければならない。

さて,実習での私達の日課の大部分は,指導案作
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成に費やさねばなりませんでした。その日の授業が

終われば,ただちに次の授業の指導案にとりかかり,

前夜遅くまでかけて作成,それでも満足なものはで

きません。調べ過ぎるということはないのですから。

今思えばとても短かい 2週間であり,「かってこれほ

ど机に向かったことがあったろうか。」と本心から

思えたものです。この気持ちは,実際に経験してみ
なくては味わうことはできないでしょう。 (とても

いい気持ちですよ″ )

現在の教師観

教師とて本間,神様じゃない。矛盾のない人間は

教育実習も今となっては,懐かしい思い出となっ

てしまいました。もう1回チャンスが与えられるな

らば,も っといい授業ができるん じゃないか と思

うのですが……。

恥ずかしい話ですが,実習へ行く前にこういうこ

とを勉強したとか言えるものはありません。でも,

いろいろ指導案の立て方など勉強したとしても,実

際に授業をしないことには,何もわからないと思い

ます。それよりも教育実習へ行く前に勉強するなら,

生徒が学んでいる内容を深く,ま た専門的な面から

も勉強しておいた方が良いと思います。

私は,中学生を教えたかったのですが,化学の実

習生は全員,高校 2年生の担当となりました。各人 ,

1ク ラスを 3時間続けて受け持ち,そ の 3時間で教

える範囲を先生から示され,自 分で 3時間の配分を

考えて授業をしました。たまたま。私は最初の 1週

間全く授業がなく,先生の授業の参観,他の実習生
の授業観察と自分の授業内容の準備のみで,早 く授

業がしたいなぁと思う気持ちと,誰 々の授業はすご

く良かったとかいうのを聞いて不安に思う気持ちで ,

落ちつかず過ごしました。けど, 1回授業をすると

度胸もすわるもんです。それに,授業が終わった後
の反省会でも,メ チャクチャけなされるし,意地に

なれます。しかし,い くらきっちり時間配分を考え

て授業に臨んでも,い ざ授業をやり出すと脱線の連

続でした6し い`意味で,授業のテクニックが絶対必

要だと思います。もっとも,教育実習程度をやった

からといってテクニックが身につくとは思えません

が・・・・・。

私は,担当の先生から,「嘘を教えるくらいなら,

授業をしない方がマレiンヽ と言われました。そし
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いないように,教師とてまちがいはする。それを責
める必要もない。ただ私は思うのである。青年期に

はだれもが突き当たる問い,「人生とは何か」「人間い

かに生くべきか」を,いつまでも忘れることなく,

持ちつづけることのできる人,自 分の進むべき道 ,

あるべき姿を常にさがし求めている人ならば,その

人は教師である。と……。教師観というよりは,人

間観といえるだろう。

(補足Or蛇足 )

私が教師になったら,生徒の先頭に立ってグラン

ドを走るような,そんな教師になってしまいそうだ。

環境科学コース  仙 波 裕 子
て,教師は, 自分の教える利目に対して,専門家で

なくてはいけないと強調されました。私が,教育実

習を通して一番強く感じたのもこのことです。教師

は生徒に教えられるだけの知識を持ち,ま たその知

識を得るためにもいつも自ら学ぼうとしていなけれ

ばならないということです。それから,私は理科を

生徒に身近なものとして感じてもらいたいと思いま

す。柿の実が落ちること,川の水が流れることなど

身近な問題として捉えさせたいのです。それと理科

を通しての考える訓練みたいなことを目指 したい。

ですから,生徒が自分の身の回りにぁる何かに疑間
を持って,自分で考えることができるようになると

いうのが私の理想です。だからそういう風に生徒を

指導できる教師になりたい。

教育実習を通 して感じたのは,自信を持って生徒

を指導できる教師になりたいとそればっかりだった

のですが,そ の後,あ る先輩と話していて少し考え

が変わりました。その先輩は,それだったら自分に

自信のないことは生徒に要求できないではないかと

言われました。それより,自分もここまでしかでき

ないけれど,私は努力している,だから君も頑張ろ
うという教師であるべきではないかと言われたので

す。この話を聞いて,私も,も っと素直な気持ちで

生徒と共に努力できる教師になりたいと思うように

なりました。

私は,自 分が人を相手にするのに向いているのか

いないのかよくわかりません。でも教師をやりたい

と思います。もっと信念があってしかるべきだと批

判されそうですが,今はとにかくやってみたいと思
います。

教育実習についてのはずだったのに話が変な方向

シ
/

-10-



へ行ってしまいましたo私は,教育実習は,教師に

なるならないにかかわらず,経験してみたらいいと

思いますoはんとうにいろいろ考えさせられます。

教育実習終了後しばらくの間,何となく頭と体の

変調を訴える人が多い。これは "教育実習ボケ"な

どと呼ばれている。それまでの厳しい生活から急に

大学生 らしい生活に戻ったため|`ペ ースがつかみき

れないうえに,緊張感というたがが緩んで疲労が一

時|こ劇こ出たことがその原因かもしれない。

英語科の場合,実習生 1人あたりの授業時間数は

6時間前後で,こ れ自体は決 して多すぎる数字では

ない。しかし,その準備に要 した時間は予想をはる

かに上まわるものであった。たかが中学生の教利書

とは言うものの,いざ理解 してもらうとなれば,話

は別である。辞書や文法書などをひっぱりまわした

り,指導案を書いたりしているうちに,時計の針が午

前 4時を回っていたことも,三度,三度ではなかっ

た。教師というのはまともにやれば体が持たぬ職業

だとつくづく思ったほどである。

そうして作成した指導案を携えて教壇に立ったが ,

ほんとうに教職をめざしている人はもちろんのこ

と,単に資格を取っておくだけという人も,あ るい

は付和雷同的に隋性で教職単位を取っている人も,

教育実習だけは是非参加してはしいと思いますoこ

の期間にして 2週間たらずの貴重な体験は,参加し

たひとりひとりの胸に少なからぬインパクトを与え

てくれるでしょう。

本来ならばここで,私は先輩として「真に教職に

就こうと考えている者以外は,実習に参加すべきで

ない」と文部省のエライさんのいうようなことを書

くべきかもしれません。確かに,非教師志望の学生

までが実習に参加するのは,学務の御苦労と福山附

属の御好意に甘えすぎているといえます。しかしそ

んなことにあえて目をつぶり,高い宿泊費用をひね

り出してまでも,志望はどうあれ,やはり福山まで

行ってはしいと私は思います。教育実習とは,そ う

するだけの価値が十分にある経験であるといえまし
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地域文化コース  大 山 茂 之

睡眠不足と実力不足は如何ともしがたく,それに加

えて何とも言えぬ緊張感のために,簡単なつづりを

間違えたり,テ ープレコーダーの操作を誤ったり,

自分でもおもしろいほどミスが頻発する。そういう

ときには,すかさず「 ピシー」という警告音が生徒

から飛んできた。言語活動の展開なんて,とても,

とても。授業も筋書きのない ドラマ ?ま さかo

しかし,それにもめげず回数を重ね,外国人離れ

した発音を教えるのに臆することもなくなり,生徒

の半ばあきらめたような表情まで読みとれる余裕が

できるようになると,教育実習も終わりに近づく。

失敗するのは実習生の特権だから恐れる必要はな

い。けれども,いつも教室には45人の生徒がいるこ

とは忘れてはならないと思う。

最後に,いつも適切なア ドバイスをくださった教

官の方 ,々 2週間じらと耐えてくれた生徒のみなさ

ん, ほんとうにどうもありがとう。

社会文化コース  白 石 裕 之
ょ つ 。

従ってそのためには,少なくとも実習期間中は,

教師志望のいかんを問わず,誰 もが将来教師になる
つもりで真剣にとりくんでください。ここにきて ,

どうせ資格を取るだけなんだという安易な姿勢で望

むのは,何より生徒に対し失礼であるだけでなく,

時間とお金のムダでしかありません。

老婆心から,こ まごまとした忠告をしょうかなと

も思いましたが,やめておきます。すべては,実際 ,

体験し四苦八苦しながら, 自らの力で学び取ってく

ださい。いざ教壇に立って頼りになるものといえば,

自分が前の晩に,教科書と参考書と辞典と虎の巻を

どのくらいひっくり返 したかということだけです。

授業のあと教壇で女子中学生に囲まれたO君や ,

ついに女子高生のファンクラブまでできたM君など

の華麗な伝統をけがすことなく,総合科学部の後輩

諸君,がんばってください。

― H―



国語科の教育実習は, 3人ずつ 2つのグループに

分かれ,それぞれが 1つのクラスを 1週間受け持つ

形で行われた。僕の場合,実質的な自分の授業は,

第 1週で終わってしまい,後半の 1週間は他人の苦

闘―教材研究から指導案作成までの過程,実際の授

業の様子等々―を,かなり冷静な面持で眺めること

ができた。その時に思ったことなど, 1つ 2つ書か

せてもらおう。

教育実習で,皆が確実に学べたことと言えば,技

術的なこと (教授法 )だ ろうか。VTRで , 自分の

授業の仕方と生徒の反応の仕方を客観的に見ること

ができたし,毎時の反省会でも,他人の意見で素直

に受け入れられるのは,生徒の活動に対する注意の

向け方とか話し方,板書の仕方,時間配分に指名の

仕方までの,よ り良い方法について。そういったも

のは,かなり納得して受け入れられるし,他の人の

授業を見て,い くらでも参考になることは見つけら

れる。授業をやる毎に,必ず「うまく」授業が進め

られるようになる。生徒の活動を余裕をもって眺め ,

時間配分にも生徒の質問にも臨機応変に対処し,時

には,サ ラリと冗談さえ言えたりする。

確かに,教授法は直接現場で仕事をする際には,

必要不可欠のものである。教師の仕事として,実際
に表に現れて,生徒が見るものは,ほとんどこの教

授法の部分であるのだから。テクニックが貧弱であ

れば,い くら教材研究を綿密にやり,授業の目標を

立て, し,か りとした指導案が出来たところで,生

徒には何も伝わらない。大学の教官みたいに,学問
の実績と人間性,学生の自主性などに頼ることは出

来ない。だから,教授法の重要性は,充分に認めな

ければならないと思う。だが,た かが 2週間の実習

では,教授法がうまくなっても仕方がない気もする。

国語科では, 3人が同一教材に取り組んだわけだ

が, 3人共に授業内容は異なっていた。もちろん ,

授業テクニック等を差 し引いての相異である。

国語利の教材研究は,参考書や事典に頼れるもの

ではない。知識として,辞書の言葉を調べても仕方

がない。要は,いかに僕らが読みこなしたかだ。教

材を,それこそあきれるくらい読み込み,一つの助

詞,一つの言葉 もおろそかにできない。読めば読む

程に,生徒に気づいてはしい,理解 してはしい,考

えてほしいと思う個所が見えてきて,時には,題名
1つで511分 くらい簡単に過ぎるくらいの授業になっ

てしまいそうになる。そうした教師としての欲求の
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中で,僕 らは,それぞれの視点により,取捨選択し

ていく。当然,授業のプロセスも,到達点も僕らの

人数分だけ存在することになるのである。

このことは,重要なことだと思 う。他の人の指導

案を見,実際の授業も見て,ど うしてあんな風にし

てしまうのだろうかと必ず思う。もっと重要なこと

があるではないか,と も思う。僕の授業に対 しても,

必ず批判が出てくる。しかしながら,お互い容易に

は納得 しない。授業のテクニック云々は素直に受け

入れ,次からは充分気をつけようと思っても, 自分
の教材研究に対する批判は,尚納得しかねるところ

が残る。もちろん,他の人のすぐれた「読み方」に

驚いてしまうことなど度々だし,そ ういう点を学ぶ

ことにやぶさかではない。

うつろな教育理念しかないにしても,決 してゅず

れないところがある。そういう所から自分の「国語」

に対する考え方が,少 しは固まりそうな気がする。

また,初めて教師という位置に立ってみて,教師が

「教える」などとうぬぽれる程の立場でもないと気

がつく。必死で教材を読み込み,や っとの思いで言

葉をつかんで生徒にきいてみると,事もなげに理解
していたりする。ただ問題は, 自分の理解したこと

がどれ程の意味を持つのか自覚がないだけのことだ。

1つの事象は見えても,ま わりへ発展していくまで

になっていないだけのことだ。あるいは,教師側の

引き出し方がまずいだけのことだ。国語に関しては,

強いてそう言い切ってみたい。

ともあれ,実習の 2週間は,「いい思い出になっ

たなあ」と,軽 く流し切れない重さは残った。ただ,

未だもって,明確に自分なりの教師像を描ききれな
いでいる。実習では,学習指導の面が主であったし,

生徒と話したりしても,学生としてその場限りの安

易な話題ですまされた。いわば,教師としての生き

生きとした部分が中心だったと思う。これだけが教

師の仕事 じゃない,と いうのはわかっているのだが ,

それ以上抜け出すことが出来ないでいるから,「私
の目指す教師」なんて考えようもない。「教師にな

ってみないとわかりません」などと答えたら,や っ

ばり採用試験じゃ落とされるかな,と いやに現実的

なことを気にしながらも。
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